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 要 旨 

 

目的： 

アルコール摂取と心房細動（AF）の発症との関連性については、特に低用量では一貫したエ

ビデンスがない。欧州のコホートにおいて、アルコール摂取量とバイオマーカー、および心

房細動発症との関連を評価した。 

 

方法： 

コミュニティベースのコホートで、107,845 人を追跡し、アルコールの種類や飲酒パターン

を含むアルコール摂取と心房細動の発症との関連を調べた。古典的な心血管危険因子と心不

全の発症に関する情報を収集し、バイオマーカーである N 末端プロ B 型ナトリウム利尿ペ

プチド（NT-pro-BNP）および高感度トロポニン I を測定した。 

 

結果： 

年齢の中央値は 47.8 歳で、48.3％が男性であった。アルコール摂取量の中央値は 3g/日だっ

た。5,854 人が心房細動を発症し（追跡期間の中央値：13.9 年）、 性・コホートで層化した

Cox 回帰分析では、アルコール消費量は心房細動の発症と非線形かつ正の相関があった。1

日 1 杯（12g）のアルコール摂取のハザード比は、1.16（95％CI 1.11-1.22、P < 0.001）で

あった。心房細動との関連性はアルコールの種類によらず同様であった。これに対して、低

用量のアルコール摂取は、心不全発症リスクの低下と関連していた。アルコール摂取と心房

細動の発症、心不全との関連は、心臓バイオマーカーでは十分に説明できなかった。 

 

結論： 

心不全などの他の心血管疾患とは対照的に、1.2 ドリンク/日の適度な習慣的アルコール摂取

でも、心房細動のリスクが上昇しており、心房細動の予防にはこの点を考慮する必要がある。 
 


